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老舎作品のテレビドラマ化をめぐって

杉野元子

I はじめに

日本でテレビ放送が開始されたのは、中国よりも 5 年早い 1953 年 2

月 1 日である（I）。同年 11 月には最初の連続ドラマ『幸福への起伏J

(NHK）が誕生し、 1961 年には今日まで続く NHK 朝の連続ドラマの第 1

作『娘と私』が始まった。また 1960 年代には番組の長さを 15 分や 30

分単位のものから 60 分へと大型化したドラマ『若い季節j (NHK ｷ 1961 

年）、『七人の刑事』（TBS· 1961 年）、『特別機動捜査隊』（阻T ｷ 1961 年）、『花

の生涯』（NHKｷ 1963 年）などが次々に登場し人気を集めたため、ドラマ

はゴールデンタイムの編成の中心に据えられるようになった。このように

日本のテレビドラマは、テレビ放送開始直後から順調に成長と発展を遂げ

てきたが、中国のテレビドラマは、政治的な影響により長い問、低迷と停

滞を余儀なくされた。

中国では、 1958 年 5 月 1 日に北京電視台（1978 年 5 月 1 日に中国中

央電視台へと改名）が試験放送を開始し、同年 9 月 2 日、本放送へと切

り替わったへそして試験放送期間中の 6 月 15 日に、最初のテレビドラ

マ『一口菜餅子J が誕生した。以後の 8 年間に、全国各地のテレビ局は

合計 200 本近くのドラマを制作する。しかし 1966 年に文化大革命が始ま

ると、テレビドラマは壊滅的な打撃を被った。北京電視台が文革中の 10

年間に制作したのは、わずかに『考場上的反修闘争』（1967 年） 1 本のみ

である。北京電視台は 1966 年から VTR 技術を導入したが、このドラマ

は中国における VTR を用いた唯一のモノクロドラマとなった。 1973 年に、

北京電視台、上海電視台などがカラーテレピの試験放送を開始したのを契
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機に、中国のテレビもカラー時代へと転換する。しかし文革中に制作され

たカラーテレビドラマはわずかに上海電視台が 1975 年に制作した『公社

党委書記的女児J、『神聖的職責』の 2 本のみであった。

1976 年に文革が終結する。 1978 年の全国テレビ台数はわずか 300 万台

であったが、 10 年後の 1988 年には 1 億 4 千万台へと激増し、 1992 年に

は 2 億台を超えた（九文革終結後、中国においてテレビは巨大市場を抱え

る産業としてにわかに脚光を浴びるようになり、人々を魅了する文化装置

として急速に社会の隅々へ浸透していった。テレビドラマも、 1978 年 4

月放送の『三家親』を契機に、息を吹き返す。その後堰を切ったかのよう

にドラマ制作が盛んになり、 1981 年には日本より 28 年遅れて最初の連続

ドラマ『敵営十八年』が放送された。表 1 に示したように、 1978 年のテ

レビドラマ回数はわずか 8 回であったが、 1985 年には 1300 回に激増し、

1998 年には 1 万回にせまる数となった。近年日本では、テレビドラマは、

報道・情報番組やバラエティ一番組の勢いに押されて減少傾向にあるが、

中国では各局のゴールデンタイムを飾る顔として君臨し、大勢の視聴者を

引きつけている。

中国テレピドラマは、文革終結後の 20 年余りの聞に量的にも質的にも

劇的な変貌を遂げた。本稿では、中国テレビドラマ研究の第一歩として文

学作品のドラマ化の問題を取り上げる。具体的には老舎作品を原作とした

テレビドラマにスポットを当てるのだが、老舎作品の中でテレビドラマ化

されたものには、『四世間堂』（ 1985 年）、『二馬』（ 1999 年）、『離婚J

(1999 年）、［路耽祥子』（ 1999 年）、『我這ー輩子』（2001 年）がある。ド

ラマ『四世間堂』については、『「四世同堂j 電視劇討論会文集j を始めと

して数多くの論考が発表されているが、それ以外のドラマについてはほと

んど論考がなされていない。またこれら 5 本の老舎原作ドラマを総合的

に論じたものは、管見の限りでは見つからない。

そこで本稿では、老舎原作ドラマを年代別に①『四世同堂J、②『二馬』、

『離婚』、［騎舵祥子』、③『我這一輩子』の 3 グループに分け、ドラマと原

作との関係、ドラマがもたらした反響、そして制作年代の違いによってこ
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表 l 文革終結以後の中国テレビドラマ制作数量

年度 全国で制作された 中央電視台放送の

ドラマの回数 ドラマの回数

1978 8 

1979 20 

1980 131 

1981 128 

1982 約 300 277 

1983 428 382 

1984 740 541 

1985 約 1300 825 

1986 1510 946 

1987 約 1500 1078 

1988 約 1800 1155 

1989 約 2000 1839 

1990 2306 1386 

1991 5304 1752 

1992 約 5000 約 1600

1993 約 6000

1994 約 6000 1829 

1995 約 7000

1996 約 9000

1997 5625 (299 本）

1998 9327 (650 本）

1999 6227 (371 本）

2000 7535 (455 本）

2001 8877 (482 本）

注： 1978 年から 1996 年までのデータは呉素玲『中国電視劇発展史綱』（北京広播学

院出版社、 1997 年）、 1997 年のデータは『中国文化報』記者による仲呈祥インタ

ビュー「関於我国電視劇創作現状的幾個問題J （『中国電視』、 1998 年第 8 期）、

1998 年から 2000 年までのデータは仲呈祥「精心譜写柴扉上的盛世華章一一簡論

近五年来的中国電視劇創作成就」（『中国電視』、 2002 年第 11 期）、 2001 年のデー

タは孫萌「現実題材電視劇発展趨向及存在的問題J （『電視劇論壇』、 2003 年第 2
期）を参照した。各年度の数字は、ドラマの回数の合計である。たとえば、全 20

回の連続ドラマの場合は、 20 という数字が加算される。 1997 年以降ついては、括

弧内にドラマの本数も併記した。
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れらのドラマがどのように質的変化を遂げたのか、ということについて検

討を加える。またこれらの検討を通して、中国のテレビドラマは、政府の

意向（圧力）、市場の動向、視聴者の晴好などが複雑に絡み合って成り

立っている複合体であり、日本や欧米諸国とは異なった独特の様相を呈し

ていることも明らかにしたい。

II 『四世同堂J

『四世間堂』は、『憧惑』、『倫生』、『飢荒』という 3 部から成る老舎最大

の長編小説で、 1944 年から 1951 年までの 8 年間に亘って、新聞や雑誌

に断続的に連載された。この作品は、現在では老舎の代表作のーっとして

高く評価されているが、文革開始直後の 1966 年 8 月に政治的に追い詰め

られて自殺したこの文学者の作品が 3 部ともすべて書籍の形となって出

版されたのは、老舎が死後名誉回復された翌年の 1979 年であった。

『四世間堂』は、 1937 年から 1945 年までの北平（現在の北京）を舞台

として、そこに暮らす庶民の生活を、日本占領下の苛酷な政治経済状況と

北京の豊かな風俗伝統描写を交えて描いたものである。 1982 年からドラ

マ制作作業が進められ、抗日戦争勝利 40 周年に当たる 1985 年に全 28

回のドラマとして放送されたが、放送中から大反響が巻き起こった。総監

督は林汝為、監督は史憲富、脚本は林汝為、李刻、牛星麗が担当した。当

時の様子について鍾芸兵は、「中央宣伝部文芸局、『光明日報』社、中国電

視芸術家協会などの機関・団体が相次いで座談会や学術討論会を催し、各

地の新聞・雑誌はすでに 300 編余りの評論や紹介の文章を掲載し、全国

各地で老人から若者までが争って視聴し、街のあちこちで祁老太爺と大赤

包のことが話題となり、新華書店の小説『四世同堂』は突然品切れ状態と

なった叶と書いている。 1985 年 10 月 16 日、中華人民共和国広播電視

部は、制作した北京電視芸術中心に対して連続ドラマ特別賞を授与した。

また 1985 年度全国優秀テレビドラマを審査する第 6 回「飛天賞j におい

て、『四世間堂』は連続ドラマ特別賞に選ばれた。さらに 1986 年 9 月に

は、『「四世間堂J 電視劇討論会文集』（中国文聯出版公司）が出版された。
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『四世同堂j は 1985 年 4 月 21 日から 7 月 24 日まで放送されたが、放

送終了のわずか一ヶ月後にあたる 8 月 23 日から 27 日にかけて、中国電

視芸術家協会、電視芸術理論学会、北京電視台、北京電視制片廠は学術討

論会を共同開催した。この文集は、この討論会の参加者が書いた論文 18

編を収録している。このように、ドラマ『四世同堂J は質の高さと社会に

及ぼした影響力の強さの面で、それ以前の文芸ドラマを逢かに凌駕してお

り、中国文芸ドラマ史上における最初の金字塔となった。

ドラマ『四世間堂J が絶大な人気を博した原因としては、原作そのもの

が高度な文学的水準とドラマ向きの内容と構成を有していたこと、制作に

時間をかけて意欲的に取り組んだこと、政治的圧力により原作が長年に

亘って封印されていたため、ほとんどの中国人にとって初めて接する鮮度

の高い作品であったことなどが挙げられる。このドラマは、老舎ドラマの

中では最も原作に忠実に脚色されたが、一部、原作にはない付け足しゃ歪

曲もある。杜慶春は、次のように指摘している。

連続テレビドラマ『四世間堂』は、小説中の何人かの人物の思想、境

地と行動様式を、人為的に英雄人物の高みへと引き上げた。また小説

中のいくつかのプロットと細部を、ある政治的功利目的に沿うよう設

定を変えた。具体例としては、銭黙吟が自発的に目覚めて地下抗日闘

争活動に加わる、祁瑞全が北平に戻ってきたあとの地下組織活動のプ

ロットを突出させる、祁瑞宣が富善〔グッドリッチ〕先生の「英国府

〔英国領事館〕j で『西行漫記〔中国の赤い星〕』と毛沢東延安到着時

の写真を見る、韻梅が八路軍の軍服姿の瑞全の夢を見る、などが挙げ

られる。〔……〕脚本家のこのような意識的あるいは無意識的な、善

意と誠意による「赤い線を加える」叙事策略は明らかに政治的功利性

を具えている。このようなやり方は、疑いなく老舎の最も普通で最も

普遍的な北平市民に対する心理分析を薄めており、作品中に見られた

過去への反省は、「愛国主義」の命題に対する単純化した処理によっ

て大幅に消えている（九

このドラマには、杜慶春が指摘するように、原作から逸脱した愛国主義
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の過剰な昂揚と共産主義の過剰な美化のメッセージがこめられている。ド

ラマの冒頭には、毎回、「偉大な反ファシズム戦争勝利 40 周年に捧げるJ

という文字が映し出される。しかしこの時期、中国のテレピドラマは政府

の資金に依存し、政府によって厳格に管理されていた。越正晶は、『四世

間堂』の 3 年間に亘る制作過程を振り返った文章の中で、中共北京市委

員会と市政府の指導者が何度もテレビ局と撮影所に検査と指導に訪れた、

そして北京市財政部門の責任者が 100 万元余りの資金を供与じたと書い

ているヘこのドラマが制作された 80 年代前半は、文革の記憶がまだ

人々の脳裏に鮮明に残っていた時期であり、人々の政治嘆覚は発達し、政

府の意向に敏感に反応していた。したがってこのドラマが、政府に対して

多少おもねるようなスタンスを取るのもやむを得ないことであったろう。

しかしその一方で、このドラマは、商業主義に流されて視聴者の好みに迎

合するような脚色はなされていない。また良質なものを作るために、時間

をたっぷりとかけることもできた。

皿 『二馬J、『離婚』、『賂舵祥子』

1999 年、老舎原作のドラマ『二馬j、『離婚J、『騎舵祥子』が放送され

た。 3 本ものドラマが集中して放送されたのは、その年が老舎生誕 100 周

年に当たるため、老舎ブームの到来を期待したからであろう。しかし

1985 年放送の『四世同堂』とは極めて対照的に、いずれも高視聴率を獲

得するに到らなかった。

ドラマ『二馬』の原作は、老舎がロンドンで中国語教師をしていたとき

に書いた長編小説で、 1929 年 5 月から 12 月にかけて『小説月報』に連

載された。小説の舞台は 1920 年代のロンドンに設定されていて、中国か

ら来た馬則仁・馬威父子の異文化体験、馬父子の世代間ギ、ヤツプの問題な

どが取り上げられている。一方ドラマは全 20 回で、そのうち第 1 固から

第 5 固までの舞台は北京である。馬威の誕生、馬則仁の妻の死去、馬則

仁の再婚、再婚相手の逃亡などのエピソードが連ねられている。この第 5

固までの部分は原作になく、ドラマ用に新しく付け加えられた。第 6 回
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から第 20 回までは舞台がロンドンで、内容はほぼ原作通りとなっている。

監督は沈好放、脚本は崖光遠が担当し、主役の馬則仁には人気俳優の陳道

明が起用された。このドラマが放送された当時、筆者は北京に滞在してい

たが、ほとんど反響がないままひっそりと幕を閉じた。不振の原因として

は、まず原作自体の問題が挙げられる。この原作は老舎の作家デビュー後

まもない時期に書かれた作品で、荒削りで未熟なところが目立つ。さらに

不振の原因として、舞台はロンドンなのに、登場するイギリス人がすべて

流暢な中国語で馬父子と会話するため、奇妙な違和感を与えること、制作

費を抑えるためにロンドンロケを最小限に留め、残りは圏内の青島でロケ

をおこなったため、映像的に不自然で臨場感に乏しいこと、などが挙げら

れる。またすでに中国人の異文化体験を主題としたドラマとしては、 150

万米ドルの巨費を投じて中国のドラマ史上初めてアメリカ完全ロケをおこ

ない、視聴率最高記録を樹立した『北京人在紐約』（全 21 回、 1993 年）

がある。『二，馬』は、『北京人在紐約』の二番煎じの感を逃れることができ

なかった。

ドラマ『離婚』の原作は、長編書き下ろし小説で、 1933 年に出版され

た。小説の舞台は 1930 年前後の北平に設定されていて、役人たちの不甲

斐ない生活の様子が描かれている。ドラマは全 21 回で、馬軍騒が脚本と

監督を担当したが、原作に比較的忠実に脚色されている。主役には人気俳

優の葛優が起用された。 1999 年に北京電視台で放送されたが、同時期に

放送された金庸原作の武侠ドラマ『鹿鼎記』が視聴率 26.21 %を獲得した

のに対して、『離婚』の視聴率はわずかに 6.47 %にとどまった。『鹿鼎記』

が変化に富むアクションドラマであるのに対して、『離婚』は役所に勤め

る知識人の夫と農村出身で無学な妻との聞の葛藤が中軸となっている重苦

しい心理ドラマだ、ったために、このような大差がついたのであろう。

ドラマ『賂舵祥子』の原作は、 1936 年から 1937 年にかけて『宇宙風』

に連載された長編小説である。小説の舞台は 1930 年前後の北平に設定さ

れていて、人力車夫の半生が描かれている。ドラマは全 22 回で、監督は

李森、脚本は李刻が担当し、主役の祥子には北京師範大学芸術系を卒業し
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たばかりの谷智塞が抜擢された。このドラマは、原作に比較的忠実に脚色

されたが、老舎ドラマ 5 本の中でこのドラマのみが VCD 化されなかった

ことからも明らかなように、人気は低迷した。ドラマ不振の最大の原因と

しては、原作が 1939 年の出版以来、何度も増刷を重ねたベストセラー小

説で、すでに多くの人々がその内容を熟知していたことが考えられる。ま

たドラマ化以前にも舞台や映画になっているため、ドラマ化に対する期待

感自体が乏しかったせいだと思われる。

1999 年に放送された 3 本の老舎ドラマがいずれも不振に端いだ原因と

しては、前述したように 3 本のドラマがそれぞれ別個に内包する問題が

あるのだが、この他に 3 本のドラマに共通する外在的要因も考えなけれ

ばならない。 1987 年に聞かれた中国共産党第 13 回全国代表大会で、生産

力発展を最優先する「社会主義初級段階論」が決定されたが、予鴻は、こ

の年を契機に市場経済のテレビに対する影響が顕著になってきたとして、

次のように書いている。

1987 年の中央電視台広告収入はすでに 2700 万元に達し、国家補助

金 1300 万元の 2 倍以上になった。 1994 年になると、中央電視台が

獲得した広告収入は 12 億元に達し、 1998 年には、全国テレビ広告の

収入は 133.6 億元に達するようになった。広告収入の急激な増加にと

もない、テレビメディアは主に政府ではなく市場を経済的よりどころ

として発展するようになった九

このような市場経済の波に後押しされ、テレビドラマも政府の膝元を離

れて、商品流通市場へ身を乗り出すが、その先鞭をつけたのが、 1992 年

末に放送された『愛仰没商量』（全 41 回）である。北京文化芸術音像出

版社が 200 万元を投資して制作したこのドラマは、中央電視台によって

350 万元という当時としては破格の値段で買い取られため。このドラマを

きっかけに、人々はテレビドラマが潜在的にもつ計り知れない商品性の魅

力に目覚めるようになった。

1994 年には『三国演義j （全 84 回）が放送された。中央電視台は制作

費用として 1 回分の撮影に 100 万元を使った。この当時の 1 回分の平均
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制作費用は 10 万元だ、ったので、かなり賛沢にお金をつぎ込んだといえる。

しかしこのドラマは冒頭に 1 秒 1 万元の値段で 3 分間の広告を入れたた

め、 1 回の放送で 180 万元の広告収入を得ることができた。また海外にも

販売し、 600 万米ドルの収入を得た（的。

中国テレビドラマは、市場化と表裏一体をなす形で、通俗化の動きも顕

著になる。 1990 年に放送されたドラマ『渇望』（全 50 回）は、善意の固

まりのような女性が数々の苦難を乗り越え健気に生きる姿を描いたメロド

ラマで、空前の最高視聴率を獲得し、「『渇望』熱J といわれる社会文化現

象にもなった。中国テレビドラマは、このドラマを契機に大衆化、通俗化

方向へ一気に突き進むようになる。

1998 年には、台湾の人気作家・諒璃の歴史ドラマ『還珠格格J （全 24

回）が放送されたが、最高視聴率は 58 %を突破し、大ブームが巻き起

こった。この作品は史実をねじ曲げ娯楽性を追求した通俗ドラマであるが、

900 万元前後の高値がつけられた。制作会社の湖南経済電視台は、絶好の

チャンスだと見て取り、すかさず続編の制作に着手した。そしてわずか

5 ヶ月足らずで 48 回分を制作したが、この続編には 2700 万元という更

なる高値がつけられた（JO）。

このように 90 年代以降の中国テレピドラマは、市場化と通俗化が進み、

娯楽性の高い作品が量産されるようになってきた。また欧米、日本、韓国、

香港、台湾などの海外人気ドラマの参入も相まって、苛烈な競争時代へと

突入していったのである。中国のテレピドラマはおよそ 60 %が赤字、

20 %が採算ぎりぎり、わずかに 20 %だけが黒字だといわれているが(II ）、

1999 年に放送された老舎ドラマ『二馬』、『離婚』、『賂舵祥子』は、この

ような市場化と通俗化の荒波に呑み込まれ、敗退を余儀なくされることと

なった。

N 『我這一輩子』

小説『我這一輩子J は、 1937 年 7 月に雑誌『文学』に掲載された中編

小説で、 1900 年から 1930 年代半ばまでを時代背景として、「わたし」の
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半生が一人称で物語られている。あらすじを紹介する。

「わたし」は 15 歳で北京の表具師のところへ徒弟奉公に入札 3 年

後に独立する。 20 歳で結婚し、一男一女に恵まれるが、妻が男と駆

け落ちする。「わたし」は表具師の仕事が減って食べていけなくなっ

たので、巡査になるが、安月給のため、子どもを就学させることもで

きない。コツコツと 20 年間働き続けたが、ひげを生やしているとい

う理由だけで、ある日突然クピになる。田舎の警察分所の所長になる

が、仕事を厳格にやりすぎたため、お払い箱になる。「わたしj は河

南で兵隊となり小隊長に昇格する。孫が誕生したとの知らせが届くが、

間もなく息子が病死する。「わたし」は北京に戻り、糊口をしのぐた

めに様々な仕事をするが、今や「わたし」も嫁も孫も餓死寸前にまで

追い込まれた。

この小説は、 1950 年に映画化された。石揮が脚本、監督、主役の 3 つ

をすべて担当したが、映画は 1909 年から 1949 年までを時代背景として、

60 数歳の「わたし」が 40 年前の昔から今までを回想するという設定に

なっている。映画が小説と大きく違う点は、小説が執筆された時点以降の

1937 年から 1949 年までの時期が付け加えられていることである。また小

説にはない申遠という共産党員が登場して、キーパーソンとして大きな役

割を果たす。さらに小説では息子は病死するが、映画では八路軍の軍人と

なる。映画はこのようにやや大きな改編がなされているが、「老舎の質朴

でユーモアのある風格が体現され、北京の味わいが充分出ている（吋、「彼

〔石揮〕は老舎原著の深みのあるリアリズムと独特の風格がある芸術創作

手法に依拠しながら、熟練した監督手法と北京に生まれ育った人間ならで

はの恵まれた理解力と感受性によって、文字描写を銀幕形象へと転換させ

るのに成功した（I叶などと、中国映画史関係の論考の中ではおしなべて高

い評価を得ている。 1957 年には文化部から 1949 ～ 55 年優秀故事片二等

賞を授与された。またこの映画は 1950 年春節に公開された 8 本の映画の

中で最も人気が高く、興行的にも成功した。

2001 年に小説『我這ー輩子』は全 22 回のドラマに脚色された。このド
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ラマの時代背景は、 1899 年ごろから 1949 年までに設定されている。あら

すじを紹介する。

福海、劉方子、週二の 3 人は、表具屋で徒弟奉公をしているとき

に、「城南三虎」の契りを結ぶ。年季が明けたのち、福海は独立して

店を構えるが、趨二は正業に就かず、劉方子は軍隊に入る。福海は大

妹と結婚、息子の順子が誕生する。劉方子は、表世凱の失脚により追

われる身となったため、福海の家に匿ってもらうが、大妹と深い仲と

なり、二人は駆け落ちする。福海と越二は生活に行き詰まり、やむな

く巡査となる。劉方子は大妹と別れ、再び北京に戻ってくる。劉方子

は、無頼漢を一人殴り殺したことが原因で捕えられるが、福海の協力

により命が救われる。福海は、隣家の娘・瑞姑娘と再婚する。劉方子

は出獄後、巡査となるが、世渡りがうまいためすぐに出世する。趨二

は、権力者の妾と密会している現場を取り押さえられ、片腕を失う。

塵溝橋事変が勃発する。福海の息子・ J!I貢子は身重の妻がいたが、抗日

戦線に加わるために単身北京を離れる。越二は、漢好となる。福海の

妻と嫁は、日本の軍人によって殺される。劉方子は、日本軍の司令部

に乗り込み、福海一家の敵を討つが、捕えられ、監獄で自殺する。北

京は解放を迎え、 J!I買子は解放軍の一員として凱旋し、福海と再会する。

漢好の越二は捕えられ、処刑される。福海は、越二の処刑現場に向か

う途中で倒れて死ぬ。

ドラマは、映画と同様に、原作にはなかった 1937 年から 1949 年まで

の時期が付け加えられている。また主人公の息子は、原作では病死するが、

ドラマでは映画と同様に八路軍に参加するという設定になっている。しか

しドラマの改編はそれだけに止まらず、たとえば主人公の福海と義兄弟の

契りを結んだ劉方子と起こを登場させて男同士の友情劇を繰り広げたり、

大妹と瑞姑娘というこ人の女性を登場させ福海との愛情劇を展開したり

と、映画を大幅に上回る改編がなされた。

このドラマの脚本は、『離婚J の脚本と監督を担当した馬軍騒が執筆し

た。馬軍騒は原作を尊重して比較的忠実に脚色した『離婚j が視聴率獲得
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に失敗したため、『我這一輩子』の脚色では、娯楽性を高めるために原作

に大胆なメスを入れた。またこれまでの老舎ドラマはすべて長編小説が原

作になっていたが、『我這一輩子』は中編小説である。史近都は、テレビ

ドラマの四大時弊のーっとして、「極めて簡単な内容で、本来ならば 8 回

でうまくおさめることができるのに、無理矢理 12 から 20 回に引き延ば

そうとする。 20 目前後のものがよく売れ、放送時もスポンサーがつきや

すいからである（叶と指摘しているが、ドラマ『我這一輩子』も本来なら

ば 8 回ぐらいが適当なところを無理矢理 22 固までヲ｜き延ばしたため、原

作に大幅な水増しが必要になったのである。

ドラマ『我這一輩子』は、脚本の他にも、これまでの老舎ドラマとは異

なる特徴がある。それは、このドラマが放送以前からマスコミでいろいろ

と取り沙汰されたことである。 7 つほど例を挙げて紹介する。

①ネット上で、主役の相手役を募集

「星潮在線j というネット上に、『我這一輩子』の監督鴻小剛が、主役

葛優の相手役となる 17 歳から 30 歳までの女性を募集している、とい

う情報が掲載される。ところが、 2000 年 4 月 20 付『揚子晩報j によ

ると、記者が梼小剛にインタビューして、この情報がデマであることが

明らかになった。

②主役コンテストの開催

2000 年 6 月 19 日付『斉魯晩報』によると、北京国際電視週の開幕

目、全国の十大テレビ局から審査員を招き、『我這ー輩子j の男女主役

を選んだ。男性主役の候補者は、葛優、萎文、張国立、李雪健、張豊毅

で、葛優が 5 票を獲得して選ばれた。女性主役の候補者のうち 2 人は、

ネット会社の偽主役募集記事にだまされて応募した中から選び、あとの

3 人は今回応募した 800 名の中から選んだ。 5 名の女性候補者は会場

で特技を披露し、江蘇の超再が選ばれた。

このコンテストを仕掛けたのは、広東巨星影業有限公司社長の部建国

である。彼はテレビドラマ業界の風雲児で、自分の会社が制作したドラ
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マを売り込むために、奇抜な手段を講じて話題作りすることで有名な人

物であった。なお 2000 年 6 月 20 日付『羊城晩報』によると、葛優は

このようなコンテストに不快感を表し、出演を断った。

③テレビドラマ化権の争奪

2000 年 6 月 20 日付『河南報』よると、『我這一輩子』のドラマ化権

をめぐって、いくつかの会社が争奪戦を繰り広げたが、最後に広東巨星

影業有限公司が 50 万元の値を付けて買い取った。

④放映権を販売

2002 年 3 月 8 日付『北京青年報』の記事によると、広東巨星社長の

登B建国はまだ撮影が開始されていないにもかかわらず、 2000 年 5 月に

各地のテレビ局に総額 1100 万元で放映権を販売した。登B建国は、この

ドラマの投資額が 900 万元余りだったと明かしていることから、制作

会社は 200 万元近い利益を得たことになる。

⑤撮影開始の遅延と監督問題

このドラマは当初の予定では 2000 年 9 月に撮影が開始されることに

なっていた。登B建国は、 J馬小剛がず、っと撮影の開始を遅らせていること

に業を煮やしていたが、 2000 年 9 月 23 日付『北京青年報』の記事

は、登B建国と J馬小剛の共通の友人で俳優の張国立が聞に入って話し合っ

た結果、このドラマの監督は、張国立と病小剛の二人が共同でおこなう

ことになった、と報じている。その後、 2001 年 2 月 20 日になって

やっと撮影が開始されるが、監督は張国立が単独でおこなった。

⑥主演俳優問題

主演男優は当初予定されていた葛優が断ったため、監督の張国立が主

役も兼ねることになった。また主演女優も、コンテストが開催されるな

どして注目を集めたが、結局は張国立の妻・部捷が演じることとなり、

さらには主役の息子役は、張国立の実の息子が演じることになった。こ

れら一連の動きも、逐次マスコミで報道された。

⑦原作の出版

2001 年 3 月 9 日付『羊城晩報』は、『我這ー輩子J ドラマ化をめ
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ぐってニュースが飛び交い、人々の注目が集まっているので、解放軍文

芸出版社は機に乗じて原作の小説を出版した、と報じている。なお

2001 年 8 月には、ドラマの脚本も中華工商聯合出版社から出版された。

このようにドラマ『我這一輩子』は、放送前からマスコミ報道に後押し

され、知名度がどんどん上がっていった。 2001 年 11 月から各地で放送が

始まるが、 2001 年 11 月 27 日付『天府早報』は、「『我這一輩子』はすで

に南京、鄭州、済南、重慶などで放映されたが、南京、済南では視聴率

トップを獲得したJ と伝えている。また 2002 年 3 月 21 日付『北京農報j

は、北京電視台でも、平均視聴率 12 パーセント程度を獲得した、と伝え

ている。このドラマは、『四世同堂』のような爆発的なブームとはならな

かったが、同時期に放送されたドラマの中では好成績を残した。しかしド

ラマ『我這一輩子』は商業的には成功をおさめたといえるが、その一方で

このドラマの内容については、厳しい意見も寄せられた。

2002 年 3 月 20 日付『北京青年報』には、老舎の息子で中国現代文学

館館長の箭乙、中国社会科学院研究員の関紀新、脚本家の馬軍騒にインタ

ビューした記事が掲載されている。記者がドラマの感想、を訊ねると、告予乙

は自分の立場では影響力があまりにも大きいので、このドラマに対しての

コメントを控える、と答えた。また記者の「最も満足しているドラマは何

か」という質問に対して、告予乙は「最も満足しているのは『四世同堂』で、

次が『離婚j である。原作に忠実であることが、脚色にとって最も重要な

原則である j と答えた。関紀新は「この劇は基本的に老舎原作の精神に

沿って脚色されている。馬軍騒は歴史の反映と言葉の研究の面において、

努力を重ねている」と答えた。馬軍！壌は「原作は 3 万字余りしかないが、

ドラマは 1 回で 1 万字必要である、したがって内容を脹らませざるを得

ない。また全国の人々がドラマの内容を身近に受け止めることが出来るよ

うに、『京味（北京の味）』は意識的に押さえ気味にした」と答えた。

この記事では、老舎の家族、老舎の研究者、そして脚本家の 3 名の意

見が紹介されているが、その後もこのドラマについての賛否両論が相次ぐ。
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紙幅の関係からすべてを紹介することができないので、もう一つ、このド

ラマの監督と主役を担当した張国立の意見を紹介する。静乙は 2002 年 3

月 28 日に北京広播学院でおこなった講演の中で、このドラマを厳しく批

判した。 2002 年 11 月 28 日付『羊城晩報』によると、張国立は箭乙の批

判に対して次のように反論した。まず箭乙の「原作に忠実でないj という

批判に対しては、「名著は名声が高いが、それに這い跨う必要はない。小

説とテレビドラマとでは表現方式が異なっている」と反論、静乙の「一人

の巡査の物語が三人の巡査の物語に変ったj という批判に対しては、「越

二と劉方子を加えたことは、原作の核心と何ら衝突をおこしていない。主

人公の福海の運命を突出させ、さらにドラマ的要素を増やしたj と反論、

箭乙の「福海の人物像があまりにも不甲斐ないJ という批判に対しては、

「福海という人物を通してその時代を反映させ、さらには老舎自身の悲劇

的人生も表現した」と反論した。

小説とテレビドラマとでは芸術様式が異なるので、ドラマ化に際しては、

ドラマの様式に適するように変更を加えなければならない。連続ドラマは

毎回、次回への興味を引き立てるようなかたちで終わらなければ会らない

し、一回分の中にもいくつか山場を作らなければ、途中で飽きられてしま

う。また中編小説を長編連続ドラマにするには、登場人物を増やし、あち

こちに伏線を張り巡らさなければ、とても持ちこたえることができない。

ドラマ『我這ー輩子J は、娯楽作品としてのツボをきちんと押さえた完成

度の高い作品といえよう。また馬軍嬢は脚本の前言の中で、「三人の人物

は一人の人間（より正確にいうならば男性）の三つの心理部分から構成さ

れている。どんな人も実は本能的な追求を身につけている。それはすなわ

ち生きること、しかもより良く生きること、尊厳をもって生きること、こ

れがすなわち福海である。どんな人にも実は自分の人生に対して野心があ

る。時には少し卑劣になり、手段を選ばなくなることもあるかもしれない

が、これがすなわち劉方子である。大部分の人は時には野卑になったり、

下品になったりすることを免れないが、これがすなわち趨二である（吋と

書いているが、このような一人の人聞がもっ複雑な内面世界を三人の人物

-140- (235) 



を通して描こうという脚本家の意図は、ドラマの中で充分反映されている。

しかし老舎作品のドラマ化という看板を掲げているのに、原作の面影を

ほとんど留めないほど変えてしまっていいのか、という疑問は残る。原作

では、一人の男が歴史と運命に翻弄されながらも、ユーモアを忘れず辛抱

強く生きる姿が描かれているが、ドラマでは、三人の男が織りなす人生模

様となっている。張国立は、「趨二と劉方子を加えたことは、原作の核心

と何ら衝突をおこしていなしミ。主人公の福海の運命を突出させ、さらにド

ラマ的要素を増やしたj と語っているが、このドラマでは、劉方子の激し

い生きざまに圧倒され、福海は相対的にその存在感が弱まってしまった。

馬軍騒は、強烈な個性と不思議な魅力をもっ劉方子という人物を創造する

のに成功したが、その一方で、主人公の福海は、原作にあった魅力が失われ、

単純で平面的で面白みに欠けた人物となってしまった。

また老舎は「京味J 小説の開拓者であり、同時に最高峰を極めた作家で

もある。「京味J 小説とは、北京それも主に下町を舞台として、北京の四

季折々の風景・風物の描写、北京の風俗習慣についての言及、そして生粋

の北京人の口から飛び出す北京方言をスパイスとして盛り込み、そこに暮

らす人々の世態人情を描いたものである。しかしこの老舎文学の真骨頂で

ある「京味J が、ドラマからあまり伝わってこない。たとえば、小説では

北京語が巧みに操られているのだが、ドラマでは北京語がほとんど使われ

ていない。馬軍騒は、全国の人々の口にあうように「京味J を意識的に押

さえたといっているが、このことによって老舎の味も失われてしまった。

v おわりに
本稿では、老舎の作品が 1985 年、 1999 年、 2001 年という三つの時期

にそれぞれどのようにドラマ化され、どのように受容されたのかを見てき

た。ドラマ『四世同堂』が放送された 1985 年は、文革の影響で厳冬期を

過ごしてきた中国テレビドラマがようやく芽を吹き出して間もない時期で

あった。囲内のドラマ制作数も、国外からのドラマ輸入数も、まだそれほ
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ど多くなく競争がゆるやかであった。また制作者側は、政府から経済的支

援を受けていたので、市場の動向に気を配る必要がなかった。ドラマ『四

世間堂J は、「愛国J の理念を強調し「愛党」の精神を盛り込むことを除

いては、原作に忠実に脚色されている。そして大勢の人々がこのドラマに

よって初めて小説『四世間堂』の存在を知り、老舎の豊かな文学世界に日

を聞かされたのである。

1999 年には『二馬』、『離婚』、［騎馬t祥子』が放送されたが、この時期、

中国テレビドラマは過当競争による弱肉強食の時代に入っていた。これら

3 作品は原作に比較的忠実に脚色され、老舎生誕 100 周年という記念すべ

き年に放送されたのだが、いずれも不人気に終わった。 2001 年に放送さ

れた『我這一輩子』は、『離婚』の脚本と監督を担当し苦汁をなめた馬軍

騒が、再度、老舎作品の脚色に挑んだものである。馬軍騒は、視聴者の晴

好を勘案しながら原作に徹底的に手を加えた。またドラマ『我這一輩子』

の制作会社は、ドラマの知名度を高めるために主役コンテストを開くなど

して、マスコミを積極的に利用した。このドラマは比較的高い視聴率を獲

得することに成功したが、原作を踏みにじっているという批判的な意見も

多数寄せられた。市場経済が導入され、競争が激しくなってきたテレビと

いうメディアの中で勝ち抜くには、市場の動向を脱んで、商品性の高いも

のを生産していかなければならない。ドラマ『我這一輩子』は、文学作品

を脚色するさいに、商品性と文学性との問でどのように折り合いをつける

べきなのか、という問題に対する一つの興味深い事例となっている。

現在、老舎の代表作『茶館』のドラマ化が進められている。上演時間 2

時間ほどの舞台劇『茶館j を全 20 回のドラマに膨らますというのは、

『我這一輩子』と同様に大きな困難を伴う作業である。脚本は、老舎と同

じ満族で生粋の北京人の作家・葉広本が引き受けた。 2003 年 10 月 27 日

付『北京青年報』によると、葉広専は執筆の過程で、このように書いて制

作会社や視聴者に受け入れてもらえるのだろうか、ということは考慮しな

かったそうである。また原作に忠実であることが脚色の鍵であるといって

いる。ドラマ『茶館』が最終的にどのような形になって我々の前に現れる
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のか、興味は尽きない。また老舎文学はドラマ化への欲望をかき立てるテ

キストの宝庫であり、これからもドラマ化の流れは続いていくことであろ

つ。
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